








（1）a．［Mary’sperformingofthesong］surprisedeverybody．（ing－Of）   
















それぞれどのような認可を受けるのかについて考察し、本稿の新しい   












（2） DP  
NP［一F，＋N］  
VP［－F，－N］  ‾ing／＼ 
V   p  
VPの主要部Ⅴは語彙範疇に属するので トF］の素性をもち、Ⅴ  
の投射であるVPは［－F，－N］の素性をⅤから受け継ぐ。－ingの  
［＋N］素性がVPの トN］に優先すると仮定されていることから、  
一ingがVPに付加すると［－F，＋N］の素性をもつ投射範噂が生成さ  
れる。この［－F，＋N］の素性を持つ範噂はNPであるから、一ingが  




る。   
Acc－ingの場合、－ingは（3）で示されているようにIPに接辞化す  
る。  
（3） DP［＋F，＋N］ ／＼  
‾ing 
IP［＋F，－N］ ヘ   











2．2．Abney（1987）の問題点   
ここでAbneyの分析に対して疑問を投げかける問題点を4つ提示  
する。最初の問題はPoss－ingに関連している。（4）で示したように、  
Poss－ingは形容詞による修飾を許さない。   
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（4）a ●mysuccessfulbakingtheclams  










（6） DP  
／＼  
／入、  
NP［一F，＋N］ ／へ  
‾ing香 
Asp   p  
Abneyの主張によると、Poss－ingが生成されるためにはトF］の  
素性を持つ語彙範疇の投射に－ingが付加しなければならない。従っ  
て（6）の構造が文法的であるためには、完了時制のカα〃eは トF］  
素性を持つ語彙範噂でなければならない。しかし、この仮定は時制や  
相などの意味的役割を担う要素は機能範時に属すると考える一般的な   
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もない。   
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（8）  
DP［＋F，＋N］ ／ヘ  





















。   
M  
一1ng  















VP   
DPの指定部に移動した名詞には所有格が付与されPoss－ingが生成  
される。  




とMillerは主張している。Poss－ingのMPが名詞化されるのとは対   




（11）a Marytalkedabout［Johnmovingout］．  
b．Marytalkedabout［John’smovingout］．  
前置詞の補部は格を付与される位置なので、格付与に関してAcc－  





を説明できないことになる。   
3番目としてing－Of動名詞の派生に関する問題点を指摘する。  
Mi11er（2002）では、（12）の構造がing－Of動名詞に与えられている。  
（12）  DP   
D   
－・‘‾  
・：  










（13）  ∧ M DP 

















く、N素性に加えムード（法）に関する素性（M素性）の有無も重   





a．［＋N］  ：lng－Of  
b．［＋N，一alternatives］：Poss－ing  














b．－ing：a Situationis pro創ed as extendedin some specified  
































3．1，4種類の－ing   
下の（16）の例文が示しているように、主語の位置から外置された   




















a．［＋N］  ：1ngLOf  
b．［＋N，－alternatives］：Poss－ing  




しく説明できることが、本稿のN素性とM素性の有無による分析に   
45  
安当性を与えてくれるであろう。  
3．2．－ing動名詞と－ing現在分詞の適時的関係   
古期英語から中期英語の前半まで－ing（あるいは－ung）は主に事  















ぬ geseahheonswehestandanえnehl畠ddrefra  
thensaw heindream stand a ladder from  
eorbant6heofonan7Godesenglasuppstigende・”  
earth toheaven ＆God’sangelsup ascend．PrP  




く昇天している天使であることが暗示されているとMillerは述べて   






と思われる。－ing現在分詞が任意で［－ alternatives］素性をもつこ  
とができるという仮定から、－ing現在分詞と，ing動名詞の融合によ  
り、一ing動名詞が［，alternatives］素性を任意でもつことができる  









































ることができる。   









とMとの連鎖の中間に進行相（Progressive Aspect）に関連する旬  
（AspP）の主要部である進行形の－ingが位置している。進行形の－ing  
と動名詞の－ingは形態的に同－であるため、Rizzi（1990）が提案し  
た相対的最小の原理（Relativized minimality principle）に抵触し、  
進行形の－ingがT（u）aS）とM（動名詞Ting）との連鎖を妨げる。こ  
のため、動詞的動名詞－ingがT連鎖を満たすことができず非文法的  













ある。   
i）Iappreciate［youhavingrecommendedit］．   
本文で述べたようにAspPがトF］であれば、－ingが付加することに  
よって生成される投射範噂はNPと見なされ、このNPを補部とする   
DPの指定部に生じる主語名詞は例外なく所有格を与えられると予測   
され、Acc－ingの文法性を説明できない。一方、もしAspPが［＋F］   
であると仮定するとAspPはIPと同じ［＋F．－N］の素性をもつため   




ー1ng AspP  
・＿－＿  －∴  
この間題を解決するためには、完了相のゐα〃gは機能範疇でも語彙範噂   
でもない、すなわち．F素性に関してプラス／マイナスの指定がなく、   
［F］と表記される未指定の状態であると仮定しなければならない。  
2）本稿はChomsky（1995）のシステムに基づき、語彙項目の語彙特性を   
記載した語彙記載項（lexicalentry）は、音韻素性、意味素性、そして   
統語的素性の3種類の素性から構成されていると仮定する。  





らでも主語名詞として生起可能である。   
i）Susanworriedabout［PRO／Johnbeinglatefordinner］．   
また、生成文法で広く採用されている「義務的コントロール」という   
用語の場合には、PROの存在が義務的であることに加えて、PROの   
先行詞（あるいは、コントローラー）が必ず存在することも含めて   
「義務的」という表現が使われている。   
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